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                                                           株式会社アルプス技研 
                                                               I R ・ 広 報 室 

 

平成20 年12 月期第３四半期業績の概況について 

 

株式会社アルプス技研の平成 20 年 12 月期第３四半期（平成 20 年 1 月 1 日～平成 20 年 9 月 30 日まで）業績の概況

につきまして下記ご説明申し上げます。 

 

【Ⅰ】第３四半期連結業績 

連結業績の主要数値（金額は百万円未満切捨て、パーセントは小数点第二位四捨五入） 

 当  第  ３ 四  半  期 前 年 同 期 比 

アウトソーシングサービス事業 １６８億６，４００万円 ５億6，2００万円増、 ３．５％増

そ の 他 事 業 ２億２，５００万円 １億６，３００万円減、４１．９％減

 

売 上 高 

合 計 １７０億９，０００万円 ３億９，９００万円増、 ２．４％増

営 業 利 益 １２億円 ２，８００万円増、 ２．４％増

経 常 利 益 １２億３，４００万円 ６，２００万円増、 ５．３％増

第３四半期純利益 ７億２，１００万円 ３，０００万円減、 ４．１％減

   （注：売上高は事業ごとに百万円未満を切捨てていますので、事業の売上高と合計売上高は合致していません。） 
 
当第３四半期の連結売上高は、正社員の技術者派遣を主体とする「アウトソーシングサービス事業」による増収

が「その他事業」の減収を上回り、前年同期比3 億9,000 万円増、2.4％増となっています。 

「アウトソーシングサービス事業」の増収は、同事業売上高の 94％を占めるアルプス技研とアルプスビジネスサ

ービス両社の前年同期比 4％台のプラス成長によるものです。その主たる要因は、派遣稼働時間減によるマイナス

影響はありましたものの、派遣稼働人員増と技術者の技術力アップによる単価上昇によるものです。（派遣に関す

るファクターは【Ⅱ】の個別（アルプス技研）業績にてご説明申し上げます。） 

    損益面ではこの増収効果に加え、前年同期に赤字であったアルプスビジネスサービスの営業損益の好転により、

営業利益、経常利益とも増益となりましたが、法人税等の調整要因によって第３四半期純利益は減益となっていま

す。 

 

【Ⅱ】第３四半期個別（アルプス技研）業績 

（１） 個別（アルプス技研）業績の主要数値（金額は百万円未満切捨て、パーセントは小数点第二位四捨五入）      

   （注：売上高は事業ごとに百万円未満を切捨てていますので、事業の売上高と合計売上高は合致していません。） 
     

当第３四半期アルプス技研の売上高は、昨年7月に“モノづくり”事業を縮小した「その他事業」が大幅減収となっ

ていますが、事業の選択と集中ならびに経営資源の再配分等を行った結果、前期比 4 億 7,400 万円増、3.5％増と

なっています。「アウトソーシングサービス事業」は、そのうち技術者派遣業が 5.2％増と依然堅調なことから、前年

同期比で 6 億2,600 万円増、4.6％増となっています。 

株式会社 アルプス技研 

   当  第  ３  四  半  期 前 年 同 期 比  

アウトソーシングサービス事業 １４１億４，１００万円 ６億２，６００万円増、 ４．６％増

そ の 他 事 業 ４，６００万円 １億５，２００万円減、７６．７％減

 

売 上 高 

合 計 １４１億８，８００万円   ４億７，４００万円増、 ３．５％増

営 業 利 益 １１億５，５００万円 ４，６００万円増、 ４．２％増

経 常 利 益 １２億１，０００万円 ３，７００万円増、 ３．２％増

第３四半期純利益 ６億９，７００万円  ０百万円（586 千円）増、 ０．１％増

（財）財務会計基準機構会員



 

 

 

その結果、利益面では、原価率が前年同期の73.0％から72.5％へと0.5％改善（うち派遣の原価率は72.3％から

71.6％へと 0.7％の改善）されたことによる売上総利益増加や販管費の効率的使用等によって、営業利益、経常利

益ともに増益基調になっています。 

なお当第３四半期純利益は、法人税等の調整要因があり、前年同期より 0.1％増にとどまっています。 

 

（２） 売上高上位100 社による主要業種別売上高構成（売上高合計の８０．３％） 

（金額は百万円未満切捨て、パーセントは小数点第二位四捨五入） 

      
売  上  高 前年同期比 

売上高 

構成比 

自動車（完成車） ９億６，２００万円 １７．８％増 ８．４％

自動車機器・部品 １５億１，０００万円 １６．３％減 １３．３％

カーナビ・オーディオ ５億５，５００万円 １１．３％増 ４．９％

自動車関連小計 ３０億２，８００万円 ３．０％減 ２６．６％

精密機器 ２７億６，４００万円 ６．５％増 ２４．３％

家電 １６億５，７００万円 ２４．４％増 １４．５％

半導体（含む製造装置） １４億１，１００万円 ０．０％(0.04％)減 １２．４％

その他（ソフト、機械、通信他） ２５億３，５００万円 ３．９％増 ２２．２％

１００社合計 １１３億９，４００万円 ４．５％増 １００．０％
 
 

（３） 派遣稼働率、派遣稼働時間、派遣単価  
 

       全派遣技術者平均 除く新卒派遣技術者 

 単位 当第３四半期 前年同期 当第３四半期 前年同期 

稼 働 率 ％ ９３．６ ９４．３ ９６．４ ９６．０

稼働時間 時間/１ヶ月 １７５．２ １７６．０ １７５．８ １７６．６

単 価 円/１時間 ３，６８３ ３，６１８ ３，７３３ ３，６４１
       

売上高上位 100 社による主要業種別では、家電メーカーへの売上成長（前年同期比 24.4％増）が顕著で、つ

いで自動車（完成車）メーカー向けが同 17.8％増、精密機器メーカー向けはカメラを主体とする光学機器関係が

同 19.8％増になっています。一方自動車機器・部品メーカー向けはマイナス成長（同 16.3％減）となっています。

また対半導体（含む製造装置）メーカーは一服感があります。 

派遣稼働時間は全社で175.2時間と前年同期より0.8時間減となっています。ただし売上高上位100社では全

社平均時間を 0.9 時間上回る 176.1 時間で、前年同期と比較すると概ね横ばいとなっております。業種では、家

電などで増加が見られ、半導体などで減少しております。 

     

 （４）その他 
９月下旬に中国の大学を卒業した中国人技術者（第4 期生）が、アルプス技研に 40 名入社しました。 

    中国人技術者の受入は、このあと年末までに更に 20 名を予定しています。 

     

【Ⅲ】 通期（平成20 年1 月1 日～平成20 年12 月31 日）の業績ならびに配当予想について 

     欧米の金融危機など、世界経済は先行き非常に不透明な状況であり、特に円高傾向が今後の見通しに何らか
の不安要因をもたらしています。 しかしながら現時点では当社グループ技術者に対する引き合いに大きな変
調はみられておりません。 

     以上の背景を十分に認識したうえで、平成 20 年 8 月 11 日付で公表いたしました今通期（平成 20 年 1 月 1 日
～平成20 年12 月31 日）の業績予想・配当予想の修正はいたしません。 

    （なお業績予想と実際の業績等は諸般の情勢変化によって異なる場合があります。） 

                                                                    以上 


